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 研究結果  

 

本研究では、中国語否定表現の誤用を防ぐ新教育方法の開発のために次の研究を行

った。 

① 中国語における否定表現の誤用事例を整理、類型化した。 

② 否定表現の生成プロセス及び中国語否定辞「不」と「没」を使い分ける根拠を特

定した。否定表現の生成過程は 2 段階に分けられ、第１段階で「肯定の予測」が

前提されるが、第２段階でこの「肯定の予測」が否定される。この第２段階の

「肯定の予測」の否定において、（A）主観的な判断・意志によって否定する場

合には「不」が使用され、（B）客観的な事実によって否定する場合には「没」

が使用される法則を明確にした。 

③ 中国語否定辞「不」と「没」の使用法について、日本語否定辞との対訳が中心の

「従来説明法」で多い誤用を避けるため、前記②項の研究に基づいて「新説明

法」を試作した。 

④ 「新説明法」の有効性の検証と更なる改善のために、「従来説明法」と「新説明

法」を使った実験調査を行った。実験では、国立Ｓ大学の初級の履修学生を対象

として、「従来説明法」による受講グループ（120 人）と、「新説明法」による

受講グループ（150 人）をつくり、文法テストにより授業効果の比較調査（２

回）を行った。調査の結果、学習者の正解率は「従来説明法」の 49.8％に対して

「新説明法」の 59.4%が上回った。中でも、過去の意志、現在の状態、形容詞の

否定では、「新説明法」の正解率が「従来説明法」に大差を付けた。 

⑤ 「新説明法」は全般的には有効と言えるが、過去の習慣（「以前、彼は煙草をす

わなかった」のような文）では両説明法ともに正確率が低く、改善の課題も明確

になった。 

⑥ 初級、中級のレベルの違いと教育方法の関係を考察するために、2011 年 1 月、公

立ＫＳ大学の中級レベル（従来説明法）の学習者 80 人を対象に同様なテストを

実施した。「新説明法」を習得レベルに対応させて精緻化することが次の課題で

ある。 
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